
京都市美術館再整備工事基本設計業務委託に係る公募型プロポーザル 

評価要領 

 

 

１ 評価基準 

  評価の項目，配点及び基準は，別表による。 

 

２ 評価の方法 

⑴ 「京都市美術館再整備工事基本設計業務委託に係る公募型プロポーザル募集要領」

（以下，「募集要領」という。）に基づく参加資格の確認の結果，参加資格を有すると

認められた者（以下，「参加有資格者」という。）を対象に，「京都市執行機関の附属機

関の設置に関する条例」に基づき設置する「京都市美術館再整備工事設計業務受託者

選定委員会」（以下，「選定委員会」という。）が審査する。 

⑵ 選定委員会は，第一次審査として，参加有資格者から提出された技術提案書の第１

号様式から第６号様式までについて書面審査を行う。 

⑶ 選定委員会は，第二次審査として，第一次審査を通過した者を対象に，技術提案書

の第７号様式及び第８号様式までの評価に際してヒアリング審査（プレゼンテーショ

ン及び質疑応答）を行う。 

⑷ 参加有資格者が６者を超える場合には，第一次審査において，第二次審査の対象者

を６者以内で選定する。 

⑸ 選定委員会は，第一次審査と第二次審査の総合評価点により，受託候補者１者とそ

の次点２者を選定する。 

⑹ 選定委員会は，別表に基づき技術提案書の内容を評価し，参加有資格者の評価点を

決定する。 

 ⑺ 評価点が同点の者が２者以上いる場合の順位は，選定委員会が審議して決定する。 

 

３ 審査の日程等 

  下記日程で第一次審査及び第二次審査を行う。 

⑴ 第一次審査 

   平成２７年６月２２日（月）の実施を予定している。 

 ⑵ 第二次審査 

   平成２７年７月２７日（月）の実施を予定している。 

なお，詳細な日時及び場所については，第一次審査結果の通知と併せて，対象者に

通知する。 



京都市美術館再整備工事基本設計業務委託に係る公募型プロポーザル評価基準 

 

 

１ 第一次審査（書面審査）                                             【６０点】 

（１）設計事務所の能力等                                              【１０点】 

評価項目 評価事項 評価基準 配点 満点 

①本店所在地 本店の所在地※１ 

Ａ 京都市内 ２ 

２ Ｂ 関西圏内※２ １ 

Ｃ Ａ又はＢ以外 ０ 

②履行保証力 自己資本比率※３ 

Ａ ２５％以上 ４ 

４ Ｂ Ａ又はＣ以外 ２ 

Ｃ １０％未満 ０ 

③瑕疵担保力 損害賠償保険の加入状況※４ 

Ａ ５千万円以上の保険加入 ４ 

４ Ｂ Ａ又はＣ以外 ２ 

Ｃ 保険未加入 ０ 

※１ 共同企業体にあっては，代表者及び構成員のうち１者でも A又は Bの評価基準を満たす場合に，それぞれ A又は B評価とする。 

※２ 関西圏とは，大阪府，京都府，兵庫県，滋賀県，奈良県及び和歌山県とする。 

※３ 共同企業体にあっては，代表者及び構成員のうち最小自己資本比率をもって評価する。 

※４ 共同企業体にあっては，代表者及び構成員のうち最小補償額をもって評価し，１者でも未加入の場合にはＣ評価とする。 

 

（２）管理技術者の実績等                                              【１０点】 

評価項目 評価事項 評価基準 配点 満点 

①業務実績の参考度 同種業務の実績の本業務への参考度 

Ａ 非常に参考になる ８ 

８ 

Ｂ 参考になる ６ 

Ｃ 普通 ４ 

Ｄ やや参考にならない ２ 

Ｅ 参考にならない又は実績なし ０ 

②業務繁忙度 委託期間内に従事する他業務の件数 

Ａ １件以下 ２ 

２ Ｂ ２件 １ 

Ｃ ３件以上 ０ 

 

（別  表） 



（３）設計担当主任技術者の実績等                                          【１０点】 

評価項目 評価事項 評価基準 配点 満点 

①業務実績の参考度 同種業務の実績の本業務への参考度 

Ａ 非常に参考になる ８ 

８ 

Ｂ 参考になる ６ 

Ｃ 普通 ４ 

Ｄ やや参考にならない ２ 

Ｅ 参考にならない又は実績なし ０ 

②業務繁忙度 委託期間内における手持業務件数 

Ａ ０件 ２ 

２ Ｂ １件 １ 

Ｃ ２件以上 ０ 

 

（４）業務実施の体制，方針等                                            【２０点】 

評価項目 評価事項 評価基準 配点 満点 

①業務実施の体制 

・体制の妥当性（チームの特徴，担当者数，責任の

所在，下記②との整合性など） 

・チームの本拠地（市内，近隣自治体等） 

・協力事務所との関係の妥当性 

・その他評価に値すべき事項 

Ａ 極めて評価できる １０ 

１０ 

Ｂ 評価できる ８ 

Ｃ 普通 ６ 

Ｄ やや評価できない ４ 

Ｅ 評価できない ２ 

②業務実施の方針 

及び進め方 

・業務の目的，条件，内容の理解度 

・業務実施の手順，工程，フロー等の妥当性 

・提案の主体性など取組意欲 

・業務成果の品質を確保，向上させる工夫 

・その他評価に値すべき事項 

Ａ 極めて評価できる １０ 

１０ 

Ｂ 評価できる ８ 

Ｃ 普通 ６ 

Ｄ やや評価できない ４ 

Ｅ 評価できない ２ 

 

（５）見積金額                                                   【１０点】 

評価項目 評価基準 配点 満点 

見積金額 

Ａ=最低金額以上，（最低金額＋(予定価格-最低金額)×1/5）未満 １０ 

１０ 

Ｂ=（最低金額＋(予定価格-最低金額)×1/5）以上，（最低金額＋(予定価格-最低金額)×2/5）未満 ８ 

Ｃ=（最低金額＋(予定価格-最低金額)×2/5）以上，（最低金額＋(予定価格-最低金額)×3/5）未満 ６ 

Ｄ=（最低金額＋(予定価格-最低金額)×3/5）以上，（最低金額＋(予定価格-最低金額)×4/5）未満 ４ 

Ｅ=（最低金額＋(予定価格-最低金額)×4/5）以上，予定価格以下 ２ 



２ 第二次審査（ヒアリング審査）                                         【１４０点】 

（１）課題に対する技術提案                                            【１２０点】 

評価項目 評価事項 評価基準 配点 満点 

①技術提案ア：京都市

美術館の再整備のあ

り方について 
・業務内容や課題の理解度 

・提案の的確性（適切な着眼点，問題点、解決方法

等が提示されているか） 

・提案の実現可能性（技術面，コスト面，他の提案

内容との整合性など） 

・提案の説得力（経験や実績等の反映度，工学的知

見による裏付けなど） 

・地域の特性，環境への配慮性 

・その他評価に値すべき事項（提案に独創性や芸術

性等の付加価値がある，有益な代替案の提案や重

要な指摘等があるなど） 

Ａ 極めて評価できる ５０ 

５０ 

Ｂ 評価できる ４０ 

Ｃ 普通 ３０ 

Ｄ やや評価できない ２０ 

Ｅ 評価できない  １０ 

②技術提案イ：伝統と

創造の視点からの美

術館敷地の都市デザ

インについて 

Ａ 極めて評価できる ４０ 

４０ 

Ｂ 評価できる ３２ 

Ｃ 普通 ２４ 

Ｄ やや評価できない １６ 

Ｅ 評価できない  ８ 

③技術提案ウ：中庭の

魅力的な活用方法に

ついて 

Ａ 極めて評価できる ３０ 

３０ 

Ｂ 評価できる ２４ 

Ｃ 普通 １８ 

Ｄ やや評価できない １２ 

Ｅ 評価できない  ６ 

 

（２）プレゼンテーション能力                                            【２０点】 

評価項目 評価事項 評価基準 配点 満点 

プレゼンテーション 

能力 

・説明の明快さ 

・質疑の受け答えの明快さ 

・意欲，熱意 

・真摯さ，礼儀正しさ 

・その他評価に値すべき事項 

Ａ 極めて評価できる ２０ 

２０ 

Ｂ 評価できる １６ 

Ｃ 普通 １２ 

Ｄ やや評価できない ８ 

Ｅ 評価できない ４ 

 


